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■■■ 例会プログラム ■■■  

例会日 卓話者 演題 

3月28日 
平田地区自治協会  

会長 村田 實 様 
平田地区自治協会の現況 

4月 4日 愛宕山 山上 ６：３０ ～ 早朝例会 

4月11日 会員スピーチ 会員 桐原善行 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率

40   34 6 (3) 91.89 % 94.74 % 

■■■ 欠席者 ■■■  
園山／飯塚／杉原 （山根／牧野／木村） 

■■■ 来訪者 ■■■  
 な  し 

■■■ メークアップ ■■■  
3/21 黒田・釜屋・三好・小汀・曽田・園・土江 (家庭集会) 

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■  

（4 月 11日） 板垣文江／佐々木哲也 

（4 月 18日） 原 泰久／園  裕／園山 繁 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■  
   （出雲）                     （松江） 赤文字 例会変更  

月 出雲中央 4/8 6/24 松江南   

火 出雲  4/2 4/30(休) 6/25  松江しんじ湖  4/9  4/30 

水 大社  4/10 4/17 松江  5/1 

木  松江東  

金 出雲南  4/19  6/21(休)  

■■■ 会長挨拶 ■■■  

会員の訃報 

会員の皆様もご存知のとおり、大谷孝会員が３月２７日に死去されました。

心から哀悼の意を表します。私の会長時代に会員を送ることだけは、絶

対にありえない、あってはならないと思っていましたが、残念でなりません。 

大谷孝会員は、２０００年３月（平成１２年）に、原孝士会員と田中久雄

会員の推薦により、平田ロータリークラブに入会され、１３年在籍されまし

た。その間、理事・役員・委員長を歴任され、２００５年～２００６年（平

成１７年）には会長をされ、皆様もご記憶にあろうかと思いますがこの年度

にはロータリー財団プログラムの一つとして、地球や環境保護の大切さを

学んでもらおうとモンゴル語に翻訳された絵本「地球の秘密」一万冊をモ

ンゴルの子供達に寄贈するため日本・モンゴル国環境団(総勢５８名)の副

団長(団長は西尾元出雲市長)としてモンゴルを訪問されました。 

大谷孝会員は、私の感覚では、一本気で、誤りを許さない気質ですが、

人の面倒見の良いすばらしい人物でもありました。毎年の年度初めの誕

生祝いの３人の７月生まれが１人減りとても寂しく思います。 

本日、会員の皆様にお願いがあります。新入会員の新規入会の獲得、ま

た、退会防止も必要ですが、健康には充分にご配慮して頂き一日も長く

在籍し、共にロータリーを楽しみましょう！ 

若い人も在籍されていますが、大半のメンバーの方はお歳です・・・。 

 

 

■■■ 幹事報告 ■■■  

１．ロータリーレートの変更   ４月１日より １ドル ９４円(現行９２円) 

２．会費の引き落とし ４／５  ５１，０００円(４・５・６月分)  

３．森田ガバナー・井上地区代表幹事・鴨井地区大会実行委員長様よ 

  り地区大会記念誌DVD・資料CDが届きましたので配布致します。 

■■■ 次年度幹事報告 ■■■  

次年度委員会構成の発表 

■■■ 委員会報告 ■■■  

情報委員会 ： 本日の家庭集会のご案内 

■■■ スマイル ■■■  

黒田・釜屋・伊藤・大島治 

 (自治協会会長村田様ようこそいらっしゃいました。) 

大島卓・遠藤 (村田自治会長をお迎えして。) 

加藤昇・内田 (村田様ようこそいらっしゃいました。スピーチを楽しみに

しています。) 

高砂 (村田会長様スピーチ楽しみにしています。) 

原泰 (村田様本日のご講演ご苦労様です。) 

小村 (村田様、本日は久々に御会いしてうれしく存じます。) 

佐々木 (上着を変えたらマイはしを忘れてしまいました。) 

三好 (仕事により中座させていただきます。) 

 追 悼  

2005年～2006年  

平田ロータリークラブ会長  大谷 孝 様 

会員 恒松克己 

公私ともにお世話になりありがとうございました。 

特に、大谷さんが平田ロータリークラブ会長の時、2005 年 10 月には、各

界からの 58名で結成されました日本．モンゴル国環境交流団の代表とし

てモンゴルへ訪問してくださいました。成田空港で、ウランバートル空港で、

ホテルの歓迎会でと大谷さんの見事なご挨拶が続きましたが、メインであ

る 800 名の子供が集まった国立モンゴル子供会館で開催されました式典

の、子供たちへのご挨拶が懐かしく思い出されます。 

実は 4 月２４日に註日モンゴル国特命全権大使ソドブジャムツ．フレル

バータル閣下が正式にご来県され、知事、市長、島根大学医学部長を

表敬訪問されます。夜には歓迎パーティーが開催されますが、これもすべ

て大谷さんが代表されました2005年のモンゴル訪問が始まりです。 

ご仏前にご案内状をお供えして感謝申し上げます。 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  
「平田地区自治協会の現況」 
平田地区自治協会  

会長 村田 實 様 

2 回目のスピーチです。前回は、

民生委員の時でした。自治協会

長は１期２年で、２期４年が終わ

り、３期目に突入しました。 

 

 



自治協会の活動は、住みよい、暮らしやすい街にするための活動です。いろいろ

な取り組みをしていて、これ、という明確な活動はありません。例えば、小学校の統

廃合の問題があります。町の中心から学校がなくなったら地域に対するコミュニティ

ーへの影響などを考慮し、自治協会が解決や調整を行っています。 

ちなみに出雲市内には６５自治協会、平田は１１自治協会があります。旧平田

市の時代には自治会活動に対して手厚く助成があったが、合併して、旧出雲市の

方針になりそこのところが厳しくなっています。 

少し歴史に関してふれてみます。S26 年に１町７箇村で合併し、平田町ができ

た。（この時点では自治会制の導入が見送りされました。） S30 年に合併し市とな

った（この時も自治会制の導入は見送られた。） そしてやっと S62 年に平田自治

会ができました。私（村田さん）で５代目の自治協会長です。 

 

■自治会の抱える課題としておおきく三つあります。 

①町内会が無くなる 

高齢のために町内の役員ができない。お金が払えない、自治会から抜けたい。約

３割が高齢者になってきている。ある自治会では、世帯数が、８世帯になっている。 

②未加入世帯 

平田地域として、2200 世帯のうち、1600 世帯が年\5,000-を払っていただいている

が、あとの 600 世帯が未加入。未加入世帯にかぎって、小中学校へ通う子供さん

がいらっしゃる。ここで自治協会から小学校、中学校の後援会費としてそれぞれ約

120万、250万を払っていて未加入の子供たちへの支援になっていて、矛盾が問わ

れている。 

③未加入世帯への情報伝達 

災害時など避難のことなどについて、行政からの情報を伝達する手段が自治会に

未加入だと、自分から市所などに広報誌を取りに行ったりしないと伝わらない。 

 

他には、コスモス児童クラブなどの運営にも携わっています。 

近年、コミセンの建て替えに関して、活動しています。ご協力くださいますようお願い

します。 

 


